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編 集 後 記

灼熱の太陽の下連 日の炎 暑は流石に耐え難い.殊 に原爆記念 日か ら立秋をへて終戦 記念 日を迎

えて も未だに秋 の気配が窺われ ない。 しか し僅 か1カ 月の日本の暑さは赤道下の東南アジアの暑

さに比す ると物の数で もない.

心頭を滅却すれば火 も亦 自ら涼 しでやがて燈 火親 しむ候 も近い筈 である.兎 もあれ読者 の皆 さ

んの御健康を切に望む次第 であ る.

投稿の方は これ亦夏枯れ の状態で論文のス トックが乏 しい現況につ き新進の方々の御寄稿を期

待 している.な お巻頭には生理学の西丸先生(日 本脈管学 会長)の 興味ある腎生理研究の懐古談

を戴いたので掲載 した.御 一読を乞 う.
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